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１．追手門学院大学地域支援心理研究センター
　　活動報告（2022年度）　　　　　　　　　

2022年３月20日から４月８日まで
地域支援心理研究センター使用細則第５条⑺により、センター閉館

2022年４月８日
福島県棚倉町教育委員会　棚倉町立学校・幼稚園教職員研修会
テーマ：「 子どものキャリア発達を促進する
 －キャリア・パスポートとキャリア・カウンセリングの活用」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：WEB開催

2022年５月17日・19日
東大阪市教育委員会　令和４年度東大阪市小・中・高等学校初任者研修（第２回）
テーマ：「適切なコミュニケーションで育む子どもとの信頼関係」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：ユトリート東大阪

2022年５月20日
大阪施設保母の会講演会
テーマ：「トラウマとアタッチメント」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　益田　啓裕（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：WEB開催

2022年５月25日
第１回高槻市自殺未遂者支援事業事例検討会スーパーヴァイザー
講　師：地域支援心理研究センター長
　　　　　　　　　　　溝部　宏二（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高槻保健所

2022年５月25日
茨木市立耳原小学校　支援委員会校内研修
テーマ：「子どもとの信頼関係を育むコミュニケーション」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：茨木市立耳原小学校



－　 －27

追手門学院大学 地域支援心理研究センター紀要 第19号 2022

2022年５月27日
阪南市立西鳥取公民館　子育て自分育てを楽しむ講座
テーマ：「元気なおとなの作り方 －『価値観の違い・気遣い』のストレス解消レシピ」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：阪南市立西鳥取公民館

2022年６月６日
協同組合尼崎工業会　労働安全衛生研修会・メンタルヘルス講演
テーマ：「メンタル不調のサインが見えますか？ ～ラインケアによる早期対応～」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：尼崎市中小企業センター

2022年６月20日
東大阪市教育委員会　令和４年度中堅教諭等資質向上研修【教諭】(第３回）
テーマ：「キャリア教育・対話について」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：東大阪市教育センター（ハイブリッド）

2022年６月23日
独立行政法人教職員支援機構　令和４年度キャリア教育指導者養成研修（第１回）
テーマ：「児童生徒の発達を促す③
 －キャリア・カウンセリングの基盤としてのコミュニケーションスキルの向上」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：WEB開催

2022年６月24日
大阪府立日根野高等学校　PTA・教職員合同研修会
テーマ：「心が育つ『対話』－効果的なコミュニケーションのあり方」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：大阪府立日根野高等学校

2022年６月25日
追手門学院大学校友会奈良支部における講演
テーマ：「自分と相手を幸せにする思いやりの心の持ち方とは」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　宮川　裕基（追手門学院大学心理学部講師）
場　所：奈良県文化会館
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2022年６月27日
高槻市立城南中学校区　教職員学習会
テーマ：「16の資質・能力を意識した取り組みと教師の効果的な検証方法
 －対話とキャリア・パスポートの活用」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高槻市立若松小学校

2022年７月１日から９月７日まで
「無料発達相談会」開催
場　所：地域支援心理研究センター
対　象：３歳児～中学校３年生（先着３組）
主　催：追手門学院大学地域支援心理研究センター
後　援：茨木市　茨木市教育委員会

2022年７月８日
佐賀県高等学校長協会研修会　令和４年度普通科高等学校におけるキャリア教育講演会
テーマ：「普通科高等学校におけるキャリア教育 ～その課題と今後の取組～」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：グランデはがくれ

2022年７月15日
「カウンセリング（初級）専科」にて講演
テーマ：「PFA」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：関東管区警察学校

2022年７月21日
西中学校ブロック保幼小中合同研修会
テーマ：「子どもの資質を活かす関り方」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　永野　浩二（追手門学院大学心理学部教授） 
場　所：西中学校（ハイブリッド）
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2022年７月24日
門真市公民連携子どもの居場所事業「子どもLOBBY」キャリア教育プロジェクト
テーマ：「小学生向けストレスマネジメントワークショップ」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　益田　啓裕（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：門真市役所別館

2022年７月27日
第２回高槻市自殺未遂者支援事業事例検討会スーパーヴァイザー
講　師：地域支援心理研究センター長
　　　　　　　　溝部　宏二（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高槻保健所

2022年７月29日
伊丹市教育委員会　夏季研修講座　キャリア教育研修会
テーマ：「キャリア・パスポートの活用とキャリア・カウンセリング」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：伊丹市立総合教育センター

2022年７月31日
大学院生及び修了生研修
テーマ：「臨床家としてのPersonal Development体験」 
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　永野　浩二（追手門学院大学心理学部教授） 
場　所：関西大学 尚文館203教室 

2022年８月１日
奈良市教育センター　令和４年度中堅教諭等資質向上研修
テーマ：「キャリア教育（キャリア教育に関する概論と指導の在り方）」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：WEB開催

2022年８月５日
高石市教育委員会　高石市子ども理解のための研修会
テーマ：「体験的活動を基礎とした『対話的な学び』の進め方」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高石市役所
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2022年８月25日
独立行政法人教職員支援機構　令和４年度キャリア教育指導者養成研修（第２回）
テーマ：「児童生徒の発達を促す⑤
 －キャリア・カウンセリングの基礎としてのコミュニケーションスキルの向上」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：パレブラン高志会館

2022年８月26日
高槻市立第二中学校校区職員夏季研修会
テーマ：「子どもの心と脳から考える発達・不登校・自傷」～家族が味方になれる見方のコツ～
講　師：地域支援心理研究センター長
　　　　　　　　溝部　宏二（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高槻市立郡家小学校視聴覚室（ハイブリッド）

2022年８月27日
専門里親登録更新研修会
テーマ：「被虐待児の心理面の理解及びケア」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　益田　啓裕（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：和泉乳児院

2022年８月27日
帝塚山大学心理科学研究科交流会における講演
テーマ：「セルフコンパッション（SC）に関するこれまでの知見、今後の展望
 －社会的排斥場面におけるSC－」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　宮川　裕基（追手門学院大学心理学部講師）
場　所：帝塚山大学学園前キャンパス

2022年８月28日
養育里親登録更新研修会
テーマ：「子どもの心理的理解とトラウマケア」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　益田　啓裕（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：枚方市立総合福祉会館ラポールひらかた
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2022年８月29日
「令和４年度学校別教育課題育研修講座講師」にて講演
テーマ：「子供を取り巻く性犯罪の現状」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：伊勢原市立伊勢原中学校

2022年９月７日
大阪市保育士・保育所等支援センター
テーマ：「カウンセリングマインド」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：たかつガーデン

2022年９月21日
福岡県教育センター　令和４年度生活指導・教育相談ミドルリーダー養成講座
テーマ：「ミドルリーダーに求められるカウンセリングの理論の実際／
 ミドルリーダーに求められるカウンセリングの実践」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：福岡県教育センター

2022年９月26日
高石市立加茂幼稚園　キャリア教育にかかわる保育参観と園内研修
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高石市立加茂幼稚園

2022年９月28日
神戸市里親支援者向け研修会
テーマ：「トラウマインフォームドケアの視点を意識した子どもケア」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　益田　啓裕（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：神戸市立総合福祉センター４階　第２会議室

2022年９月30日
一般社団法人大阪市私立保育連盟　連続講座Ⅱ（子育て支援）
テーマ：「対人援助の技術」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：大阪私学会館
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2022年９月30日
「少年警察実務専科」にて講演
テーマ：「犯罪被害者支援 －心理学的な視点から－」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：兵庫県警察学校

2022年10月14日
岐阜県教育委員会　令和４年度キャリア教育実践講座
テーマ：「キャリア発達を促すための
 キャリア・カウンセリングの重要性＆キャリア・パスポートの活用」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：岐阜県総合教育センター（ハイブリッド）

2022年10月14日
「全国犯罪被害者支援フォーラム2022」にてコーディネーター兼パネリスト
テーマ：パネルディスカッション「誰もが支援につながるために必要なこと」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：イイノホール（東京都千代田区）

2022年10月17日
兵庫県立教育研修所　令和４年度（小中高）キャリア教育推進講座
テーマ：「キャリア教育の充実に向けて
 －キャリア・カウンセリングとキャリア・パスポートの活用－」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：兵庫県立教育研修所

2022年10月24日
伊賀市立三訪小学校　校内キャリア教育職員研修
テーマ：「キャリア教育を基軸にした取組を推進するために
　　　　　　　　　－｢振り返り」と「対話」の重要性／キャリア発達を促す
 キャリア・カウンセリングとキャリア・パスポート」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：伊賀市立三訪小学校
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2022年10月26日
第３回高槻市自殺未遂者支援事業事例検討会スーパーヴァイザー
講　師：地域支援心理研究センター長
　　　　　　　　溝部　宏二（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高槻保健所

2022年10月27日
高知県教育センター　令和４年度２年経験者研修「県立学校研修」（高等学校）
テーマ：「キャリア・カウンセリングを通した生徒指導」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高知県教育センター

2022年10月28日
高知県教育委員会　令和4年度キャリア・パスポート活用推進中高連絡協議会
テーマ：「キャリア・パスポートを活用したキャリア・カウンセリング」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高知県立ふくし交流プラザ

2022年11月６日
臨床の「基盤」となる視点を得るための研修会 
テーマ：当事者研究とオープンダイアローグ 
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　永野　浩二（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：WEB開催

2022年11月７日
久御山町立御牧小学校　授業参観及び校内研修
テーマ：「今年度のキャリア・パスポートと保護者との繋がりについて」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：久御山町立御牧小学校

2022年11月12日
「東京私立学校保健研究会 2022年度研修会」にて講演
テーマ：「生徒の非行問題と性被害についての理解と対応」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：WEB開催
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2022年11月17日
福岡県教育センター　令和４年度県立学校等若年教員研修会２年目
テーマ：「保護者対応について」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：福岡県教育センター

2022年11月20日
NPO法人茨木シ二アカレッジ「いこいこ未来塾」(輝くプラチナ世代を生きるコース）
テーマ：「学び合い・支え合い・育ち合い」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：シニアプラザいばらき

2022年11月21日
佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校　キャリア教育職員研修会
テーマ：「高等学校におけるキャリア教育とキャリアカウンセリング
 ～その課題と今後の取り組み」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校さつきホール

2022年11月21日
三重県伊賀市立大山田中学校における講演
テーマ：「『人間らしさ』の観点から、心の成長を支える」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　宮川　裕基（追手門学院大学心理学部講師）
場　所：伊賀市立大山田中学校

2022年11月22日
児童養護施設奈佐原寮職員研修会
テーマ：「施設職員の強みをみつける」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　益田　啓裕（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：児童養護施設奈佐原寮
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2022年11月26日
佼成カウンセリング研究所　第24期カウンセラー養成講座
テーマ：「カウンセリング心理学」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：WEB開催

2022年11月29日
堺児童養護施設部会職員研修会
テーマ：「子どものケア理論を学ぶ」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　益田　啓裕（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：東光学園

2022年12月６日
児童養護施設ヨハネ学園職員研修会
テーマ：「職員のストレスマネジメント」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　益田　啓裕（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：児童養護施設ヨハネ学園

2022年12月７日
伊賀市立三訪小学校　校内キャリア教育職員研修（研究授業と校内研修）
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：伊賀市立三訪小学校

2022年12月９日
高石市立加茂幼稚園　キャリア教育にかかわる保育参観と園内研修（第２回）
テーマ：「クラスでの共通活動を通しての振り返りとシェアリングの効果的な進め方について」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高石市立加茂幼稚園

2022年12月10日
フォーカシングin甲子園 
テーマ：自己一致と自己表現
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　永野　浩二（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：甲子園カウンセリング研究所（ハイブリッド） 
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2022年12月11日
「KIPP（京都精神分析心理療法研究所） 研修会」にて講演
テーマ：「性被害のカウンセリング」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：WEB開催

2022年12月23日
内閣官房内閣人事局　令和４年度管理監督者のためのメンタルヘルスセミナー
テーマ：「メンタルヘルスの重要性」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：WEB開催

2022年12月24日
NPO法人日本交流分析協会 兼 TA心理カウンセリング委員会
TA心理カウンセラーフォローアップ講座
テーマ：「効果的なスーパービジョンの活用法」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：WEB開催

2023年１月16日から３月16日まで
「無料発達相談会」開催
場　所：地域支援心理研究センター
対　象：３歳児～中学校３年生（先着４組）
主　催：追手門学院大学地域支援心理研究センター
後　援：茨木市　茨木市教育委員会

2023年１月20日
高槻市小・中学校養護教員向け研修会
テーマ：「HSPの子どもへの対応と支援について」
 ～子どもの自尊心・自己肯定感を高める関わり方～
講　師：地域支援心理研究センター長
　　　　　　　　溝部　宏二（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高槻市教育会館３階　第２研修室
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2023年１月20日
伊賀市教育委員会　令和４年度伊賀市キャリア教育研修会
テーマ：「キャリア・パスポートの展開」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：伊賀市教育研究センター

2023年１月25日
第４回高槻市自殺未遂者支援事業事例検討会スーパーヴァイザー
講　師：地域支援心理研究センター長
　　　　　　　　溝部　宏二（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：高槻保健所

2023年２月10日
「令和４年度 少年健全育成研究会」にて講演
テーマ：「グルーミングの実態と被害少年の心理」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：兵庫県警察本部

2023年２月12日
「第３回 三重県臨床心理士会 例会」にて講演
テーマ：「青少年の性被害・性加害の現状と対応」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：三重県教育文化会館

2023年２月17日
「令和４年度伊勢原市学校保健会講演会」にて講演
テーマ：「小中学生の性被害と対策」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　櫻井　鼓（追手門学院大学心理学部准教授）
場　所：伊勢原市立図書館

2023年３月５日
一般社団法人日本産業カウンセラー協会関西支部　相談事業部グループ・スーパービジョン
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：一般社団法人日本産業カウンセラー協会関西支部　研修センター
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2023年３月11日
大阪市若者自立支援事業コネクションズおおさか　保護者向けセミナー「親ゼミ」
テーマ：「子どもが抱える悩みや不安にどう向き合うか－親子のコミュニケーション講座」
講　師：地域支援心理研究センター所員
　　　　　　　　三川　俊樹（追手門学院大学心理学部教授）
場　所：WEB開催

2023年３月22日から４月８日まで
地域支援心理研究センター使用細則第５条(7)により、センター閉館
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２．追手門学院大学地域支援心理研究センター規程

 〔2004年３月８日制定〕
　（趣旨）
第１条　この規程は、追手門学院大学（以下「大学」という｡）に地域支援心理研究センター（以

下「センター」という｡）を置き、センターに関する基本的事項を定める。

　（目的）
第２条　センターは、広く地域社会と連携して、社会における心理的諸問題の解決に資する学術的

並びに実践的研究を推進し、併せて地域社会における心理的諸問題への具体的対応を支援し、
もって本大学における心理学的研究と教育の成果を社会に還元することを目的とする。

　（事業）
第３条　センターは、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

⑴　社会における心理的諸問題とその解決に関する心理学的視点からの学術的並びに実践
的研究

⑵　地域社会における関係諸機関との連携活動、並びに関係諸機関の活動に対する心理学
的支援

⑶　一般の地域住民を対象にする心理臨床活動
⑷　社会における心理的諸問題に関する諸種の啓発活動
⑸　センターの業務実績及び研究成果の公刊
⑹　心理学的実践活動に寄与する専門家の養成
⑺　その他、前条の目的を達成するために必要な事業

　（附属機関）
第４条　センターに、第２条の目的を達成するために「心の相談室」を置く。
　　２　「心の相談室」は、心理的援助を必要とする地域住民を対象に臨床心理学的援助活動を

実践し、併せて心理臨床の専門家を養成する実習訓練を行う。
　　３　「心の相談室」の組織並びに運営については、別に定める。

　（研究プロジェクトチーム）
第５条　センターは、第２条の目的を達成するために、研究課題ごとに研究プロジェクトチーム

を結成する。
　　２　研究プロジェクトチームは、研究課題に応じて研究員及び連携研究員によって構成する。
　　３　研究プロジェクトチームの構成、期間などについては、その都度定める。
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　（構成員）
第６条　センターは、次の構成員をもって組織する。
　　　⑴　センター長　　　　　１名
　　　⑵　センター専任教員　　１名
　　　⑶　所　　　員　　　　若干名
　　　⑷　研　究　員　　　　若干名
　　　⑸　連携研究員　　　　若干名
　　　⑹　事 務 職 員　　　　　１名
　　２　センターは、研修研究員を置くことができる。

　（センター長）
第７条　センター長は、センターの業務全般を統括し、必要に応じて研究員の職務を分担する。
　　２　センター長は、学長の推薦により常任理事会の議を経て、学長が任命する。ただし、任

期は２年とし、再任を妨げない。
　　３　センター長が年度の途中で任命された場合は、前項の定めにかかわらず、就任した年度

の翌年度の４月１日から起算して２年を経過する日までを任期とする。

　（副センター長）
第８条　センターに副センター長を置くことができる。
　　２　副センター長は、センター研究員の中からセンター長が推薦し、所員会議を経て学長が

任命する。
　　３　副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故ある時は、その職務を代行する。
　　４　副センター長の任期は２年とし、年度の途中で任命された場合は、就任した年度の翌年

度の４月１日から起算して２年を経過する日までを任期とする。ただし、再任を妨げない。
なお、センター長の任期の終期を超えることができない。

　（センター専任教員）
第９条　センター専任教員は、センターの業務全般を担当するとともに、所員の職務を分担する。

　（所員）
第10条　所員は、センターの諸活動を分担する。
　　２　所員は、本学の専任教員のうちから、センター長の推薦により学長が委嘱する。
　　３　所員の任期は、４月１日から２年とし、再任を妨げない。ただし、年度途中に就任する

場合は、就任した年度の翌年度の４月１日から起算して２年を経過する日までを任期とする。
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　（研究員）
第11条　研究員は、専門領域に応じて研究課題を分担する。
　　２　研究員は、本学心理学科専任教員から学長が委嘱する。
　　３　研究員には、研究課題に応じて、本学心理学科以外の専任教員並びに他大学の研究者を

加えることができる。
　　４　研究員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、研究員の任期は、その所属する研

究プロジェクトチームの期間とすることができる。

　（連携研究員）
第12条　連携研究員は、研究プロジェクトチームに分属し、研究員と連携して研究課題を分担する。
　　２　連携研究員は、本大学外の連携諸機関から有識者を選び、センター長の推薦に基づいて

学長が委嘱する。
　　３　連携研究員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、その所属する研究プロジェク

トチームの期間とすることができる。

　（研修研究員）
第13条　研修研究員は、追手門学院大学大学院心理学研究科心理学専攻修了者で研修を希望する

者がいるときに置くことができる。
　　２　研修研究員は、所員の指導・監督のもとに研究課題に参加し、研鑽につとめる。

　（事務職員）
第14条　事務職員は、センターの事務全般を処理する。センターの事務職員は心の相談室の事務

職員を兼務することができる。

　（所員会議）
第15条　センター長は、必要に応じて所員会議を開催する。

　（研究成果の公開）
第16条　センターは、研究成果を「追手門学院大学地域支援心理研究センター紀要」並びに「心の

相談室紀要」として毎年度発行する。
　　２　センターは、研究成果を随時ホームページに掲載してその研究成果を積極的に社会に

発信する。

　（守秘義務及び倫理）
第17条　センターの業務に関係する者及び関係した者は、その職務上知り得た秘密を漏らしては

いけない。
　　２　センターの業務に従事する者及び従事した者は、職務上の倫理を遵守しなければならない。

　（事務の所管）
第18条　センターに関する事務は、研究・社会連携課の所管とする。
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　（規程の改廃）
第19条　この規程の改廃は、大学教育研究評議会の議を経て、学長が決定する。

　附　則
この規程は、2004年４月１日から施行する。

　附　則
この規程は、2007年４月１日から施行する。 

　附　則
この規程は、2010年４月１日から施行する。 

　附　則
この規程は、2012年４月１日から施行する。 

　附　則
この規程は、2013年４月１日から施行する。 
　附　則
　　１　この規程は、2014年４月１日から施行する。 
　　２　この規程の施行の際、現にセンター長である者は、引き続きセンター長として在任し、

任期満了の日までその職務を執行するものとする。 

　附　則
　　１　この規程は、2015年３月31日から施行する。 
　　２　この規程の施行の際、現に所員である者の任期は、第９条第３項の規定にかかわらず、

2015年３月31日までとする。

　附　則
この規程は、2015年12月１日から施行する。

　附　則
この規程は、2016年４月１日から施行する。
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３．追手門学院大学地域支援心理研究センター附属
　　「心の相談室」規程　　　　　　　　　　　　

 〔2004年３月８日制定〕
　（趣旨）
第１条　この規程は、追手門学院大学（以下「大学」という。）地域支援心理研究センター規程

（以下「センター」という。）第４条にもとづき、「心の相談室」に関する基本的事項を
定める。

　（目的）
第２条　「心の相談室」は、臨床心理学的援助を要請する地域住民の相談に応じて必要な心理

臨床活動を行い、併せて心理臨床に従事する専門家を育成し、もって本大学における臨床
心理学的研究と教育の成果を社会に還元することを目的とする。

　（事業）
第３条　「心の相談室」は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

⑴　臨床心理学的援助を必要とする一般の地域住民を対象とする各種の心理臨床活動、
ただし本大学の在学生にかかわる相談は対象としない

⑵　幼児のプレイセラピーのための「にこにこ教室」の運営
⑶　本学大学院心理学研究科心理学専攻臨床心理学コース（以下「臨床コース」という｡）

の学生に対する臨床心理実習、並びにこれに伴うケースカンファレンス、スーパーヴィ
ジョンなどの教育訓練

⑷　センターとの連携による学術的及び実践的研究、並びにその成果の発表
⑸　「心の相談室紀要」の発行
⑹　その他、前条の目的を達成するために必要な事業

　（心理臨床技法の種類及び相談料金）
第４条　「心の相談室」の心理臨床技法の種類及び相談料金については、別表のとおりとする。

　（構成員）
第５条　「心の相談室」は、次の構成員をもって組織する。
　　　⑴　室　　　長　　　　１名
　　　⑵　センター専任教員　１名
　　　⑶　相　談　員　　　若干名
　　　⑷　非常勤相談員　　若干名
　　　⑸　院生相談員　　　若干名
　　　⑹　事 務 職 員　　　　１名
　　２　「心の相談室」は、研修相談員を置くことができる。
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　（室長）
第６条　室長は、「心の相談室」の業務全般を統括し、併せて相談員として臨床業務に従事する。
　　２　室長は、院生相談員の臨床教育に従事し、これを統括する。
　　３　室長は、臨床コース担当の専任教員で、かつ財団法人日本臨床心理士資格認定協会の

認定する臨床心理士の資格を有する者（以下「有資格者」という。）の中から、センター長
の推薦により常任理事会の議を経て、学長が任命する。

　　４　室長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、センター長の任期を超えることが
できない。

　　５　室長が年度の途中で任命された場合は、前項の定めにかかわらず、就任した年度の翌年
度の４月１日から起算して２年を経過する日までを任期とする

　（センター専任教員）
第７条　センター専任教員は、「心の相談室」の業務全般を担当し、併せて相談員として臨床

業務に従事する。

　（相談員）
第８条　相談員は、臨床業務に従事するとともに、「心の相談室」の業務全般について室長を

補佐する。
　　２　相談員は、院生相談員の臨床教育に従事する。
　　３　相談員は、臨床コース担当の専任教員で、かつ有資格者の中から、室長の推薦に基づき

学長が委嘱する。ただし、有資格者と同等以上の心理臨床経験を有する者を補助者として
加えることができる。

　　４　相談員の任期は２年とし、再任を妨げない。
　　５　センター専任教員の相談員は、第１項及び第２項に加え、相談者の緊急対応にあたる。

　（非常勤相談員）
第９条　非常勤相談員は、相談員とともに臨床業務を分担し、併せて院生相談員の臨床教育を

補佐する。
　　２　非常勤相談員は、学外の有資格者若しくはそれと同等以上の者の中から、室長がセンター

長に推薦し、センター長の推薦に基づき学長が雇用契約を締結する。
　　３　非常勤相談員の雇用契約期間は１年とし、必要に応じて毎年更新するものとする。ただし、

原則として３年を超えて継続更新することはできない。

　（院生相談員）
第10条　院生相談員は、室長、相談員、非常勤相談員の指導・監督のもとに臨床実習に参加し、

心理臨床の技法について研鑚する。
　　２　院生相談員は、臨床コースの学生で室長が認めた者とする。
　　３　院生相談員の能力・適性について大きな問題が認められた場合は、室長は当該学生の

臨床実習への参加を随時差し止めることができる。
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（研修相談員）
第11条　研修相談員は、臨床コース修了者で臨床心理士の資格取得を目指す者、ないしはそれと

同等以上の学力・経験をもつ学外者で、臨床研修を希望する者がいるときに置くことが
できる。

　（事務職員）
第12条　事務職員は、「心の相談室」の受付並びに事務全般を処理する。

　（相談員会議）
第13条　心の相談室の円滑な運営を行うため相談員会議を設ける。
　　２　相談員会議は、次の事項を審議する。
　　　⑴　心理臨床業務に関する事項
　　　⑵　院生相談員の臨床教育に関する事項
　　　⑶　センターとの協力・連携に関する事項
　　　⑷　その他、心の相談室の活動に必要な事項
　　３　相談員会議は、室長が招集しその議長となる。
　　４　相談員会議は、室長及び相談員がこれに出席する。
　　５　相談員会議は、必要に応じて他の関係者の出席を求め、意見を聞くことができる。
　　６　心の相談室の運営の基本的事項に関しては、所員会議に報告しなければならない。

　（守秘義務）
第14条　「心の相談室」の業務に関係した者は、心理臨床の対象者について知り得た個人的事項を

他に漏らしてはならない。
　　２　前項の守秘義務は、「心の相談室」の業務を離れた後も同様とする。
　　３　その他、倫理に関する事項については、財団法人日本臨床心理士資格認定協会の規定する

「臨床心理士倫理綱領」に従うものとする。

　（規程の改廃）
第15条　この規程の改廃は、大学教育研究評議会の議を経て、学長が決定する。

　附　則
この規程は、2004年４月１日から施行する。

　附　則
この規程は、2005年４月１日から施行する。 

　附　則
この規程は、2007年４月１日から施行する。 



－　 －46

３．追手門学院大学地域支援心理研究センター附属「心の相談室」規程

　附　則
この規程は、2008年４月１日から施行する。 

　附　則
この規程は、2010年４月１日から施行する。 

　附　則
この規程は、2012年４月１日から施行する。 

　附　則
この規程は、2013年４月１日から施行する。 

　附　則
　　１　この規程は、2014年４月１日から施行する。 
　　２　この規程の施行の際、現に室長である者は、引き続き室長として在任し、任期満了の日

までその職務を執行するものとする。

　附　則
　この規程は、2015年12月１日から施行する。

　附　則
　この規程は、2016年４月１日から施行する。

　附　則
　　１　この規程は、2019年４月１日から施行する。
　　２　この規程の改正に伴い、追手門学院大学地域支援心理研究センター附属「心の相談室」

内規（2004年３月８日制定）は、2019年３月31日をもって廃止する。

　別　表
　　　心理臨床技法の種類及び相談料金（第４条関係）

区　　　　　　　分 単　　位 料　　金
初回面接 １回につき 3,000円
プレイセラピー
※院生相談員が担当する場合

１セッション 2,000円
※1,000円

プレイセラピー（親子並行面接）
※親子のいずれかを院生相談員が担当する場合

１セッション 3,000円
※2,000円

カウンセリング
※院生相談員が担当する場合

１セッション 2,000円
※1,000円

心理査定 １回につき 1,000円から
グループ・カウンセリング １セッション 2,000円
コンサルテーション １セッション 2,000円
スーパーヴィジョン １セッション 5,000円
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４．追手門学院大学地域支援心理研究センター使用細則

 〔2005年６月20日制定〕

　（総則）
第１条　追手門学院大学地域支援心理研究センター（以下「センター」という。）の使用に関し、

この細則を定める。

　（利用資格者）
第２条　センターを使用できる者は、次のとおりとする。
　　　⑴　センター所員
　　　⑵　センター附属「心の相談室」の相談員
　　　⑶　追手門学院大学の教職員
　　　⑷　本学大学院心理学研究科心理学専攻の学生
　　　⑸　センター長が許可した者

（利用時間）
第３条　センターの開館時間は、次のとおりとする。ただし、センター長が必要と認めた場合は、

この限りでない。
⑴　プレイルーム１．２・会議室・多目的室・スタッフルーム・面接室１．２．３．４．

５・検査室・集団カウンセリング室は、平日は原則午前９時30分から午後６時までとす
る。なお、心の相談室の相談活動で使用する部屋（プレイルーム１．２・面接室１．２．
３．４．５・検査室・集団カウンセリング室）は、緊急ケースの場合のみ心の相談室相
談員会議との合意の上、センター長に許可を得ることで時間外使用を認めることがある。

⑵　原則として、センター内に相談員と来談者が１対１で居ることはできない。

　（利用施設）
第４条　センター内の施設は次のとおりとし、利用申請ができる施設は第３号とする。なお、

利用については、センターの目的に応じた内容であることを原則とする。
　　　⑴　附属「心の相談室」で主に利用される相談室等
　　　⑵　センター専任教員研究室
　　　⑶　会議室
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　（休館日）
第５条　センターの休館日は、次のとおりとする。ただし、センター所員会議（以下「所員会議」

という。）が必要と認めた場合は、休館日に開館し、これ以外に閉館することができる。
　　　⑴　土曜日、日曜日
　　　⑵　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日
　　　⑶　開院記念日（５月29日）
　　　⑷　夏期、冬期の一斉休業日
　　　⑸　学位授与式及び入学式当日
　　　⑹　入学試験実施のために必要とする期間
　　　⑺　３月20日から４月８日までの年度末と年度初め
　　２　その他センター長が必要と認めた日は、臨時休館することができる。

　（利用申請）
第６条　センター内の施設を使用しようとする者は、所定の願書を使用日の１週間前までにセン

ター長に提出しなければならない。
第７条　会議室の全学的及び定期的行事の使用は、他の使用に優先することがある。
第８条　第２条第１号から第４号に定める者以外の使用については、別に定める使用料を支払わ

なければならない。ただし、センター長が必要と認めた場合に限り、使用料を減免する
ことがある。

　（注意事項）
第９条　センターの施設を使用する者は、次の各号を厳守しなければならない。

⑴　使用願書に記載された目的以外の用途に使用しないこと。
⑵　使用後は、備品を原状に戻しておくこと。
⑶　設備の改変及び備品の移動を無断で行わないこと。
⑷　掲示その他これに類するものは、センター長の許可を得た後に、掲示すること。
⑸　館内では飲酒・喫煙しないこと。
⑹　センター内は土足厳禁とし、上履きに履き替えること。
⑺　凶器、危険物等を搬入しないこと。
⑻　喧騒にわたる行為をしないこと。
⑼　入館時には、受付で所定の手続きをした後、入館証（名札）を受け取り、常時見える

箇所に携帯すること。
⑽　センター内の情報（DVD、AV、CD）を館外に持ち出さないこと。

　　２　前項の注意事項を守らない場合は、入館を停止することがある。

　（備品使用）
第10条　備品類を使用しようとする者は、あらかじめ所定の手続きにより願い出なければならない。
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　（利用上の責任）
第11条　使用者が、故意又は過失により設備及び備品などを消失又は破損したときは、その損害

を弁償しなければならない。ただし、事情によってセンター長はその額を減免することが
ある。

　（利用上の管理）
第12条　鍵は、センター事務室において保管する。

　（その他）
第13条　この細則に定めるもののほか、センターの運営に関し必要な事項は、所員会議がこれを

定める。ただし、センターの使用に関する軽微な事項については、センター長が決定する。

　（規程の改廃）
第14条　この規程の改廃は、大学教育研究評議会の議を経て、学長が決定する。

　附　則
この細則は、2005年４月１日から施行する。

　附　則
この細則は、2007年４月１日から施行する。 

　附　則
この細則は、2008年４月１日から施行する。 

　附　則
この細則は、2009年４月１日から施行する。 

　附　則
この細則は、2011年４月１日から施行する。 

　附　則
この細則は、2012年４月１日から施行する。 

　附　則
この細則は、2013年４月１日から施行する。 

　附　則
この細則は、2014年４月１日から施行する。
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　附　則
この細則は、2015年12月１日から施行する。

附　則
この細則は、2016年４月１日から施行する。
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５．追手門学院大学地域支援心理研究センター所員氏名

・所　員（計12名）

浦　　　光　博（追手門学院大学教授）

竹　下　秀　子（心理学部教授）

中　鹿　　　彰（心理学部教授）

永　野　浩　二（心理学部教授）

馬　場　天　信（心理学部教授）

三　川　俊　樹（心理学部教授）

溝　部　宏　二（心理学部教授）

大神田　麻　子（心理学部准教授）

櫻　井　　　鼓（心理学部准教授）

駿　地　眞由美（心理学部准教授）

益　田　啓　裕（心理学部准教授）

宮　川　裕　基（心理学部講師）
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６．追手門学院大学地域支援心理研究センター
　　紀要執筆要項　　　　　　　　　　　　　

１．原稿の構成
　　１）掲載形態（①②③のいずれか）
　　　①　論　　文
　　　②　研究ノート
　　　③　書評・内外学会動向
　　２）タイトル
　　　　　日本語と英語
　　３）執筆者名、所属名、連携機関
　　４）本文・注・文献（仕上がりはＡ４判）
２．原稿の提出方法

１）「MS‒Word」のファイル（サイズはＡ４判）をUSBか電子メールに添付して送る。
２）原稿は完全原稿とする。（※提出された原稿がそのまま印刷される。）

３．表　　　記
　　１）字　　体
　　【本　文】日本語：MS明朝体 11ポイント、40文字×40行の書式設定
　　　　　　　外国語：Times New Roman 11ポイント  
　　【見出し】原則としてMS明朝体（強調文字）14ポイント
　　　　　　　副　題：MS明朝体（強調文字）12ポイント
　　【注・参考文献】日本語：MS明朝体 11ポイント
　　　　　　　　　　外国語：Times New Roman 11ポイント
　　２）文中の表記
　　　　句読点は、原則として「，」｢。」を使用し、新字、新カナを使用のこと。
　　　　また、ヨコ２段組みのため、句読点、カッコ、コロンなどはヨコ組の表記となる。
　　３）用字用語、表記の統一

原則として、用字用語の統一は行わないので、各自で原稿中の統一をはかること。詳細
については、日本心理学会「執筆・投稿の手引（改訂版）」に基づき執筆すること。

　　４）日本人以外の人名表記
　　　　人名は、原語表記とする。
　　５）西暦・和暦、数詞
　　　　半角アラビア数字を使用すること。
　　６）引用文献の表記方法
　　　和書、洋書を分けずに、著者のアルファベット順に記載すること。
　　７）論文中の写真・図形・表について
　　　　採用時には単独の形式で用意すること。
　　　①　写　　真：

デジタルカメラで撮影したものであれば、解像度350DPI以上のオリジナル写真。



－　 －53

追手門学院大学 地域支援心理研究センター紀要 第19号 2022

データを標準的な画像フォーマット（JPEG）のファイルとして、またアナログ写真で
撮影されたものであれば、紙焼きの形で用意のこと。

　　　②　線画（線で構成されたグラフィックス）：
作画したオリジナルのCGソフトからEPS（Encapsulated Post Script）形式に変換し

たファイルを用意すること。
　　　③　表 組 み：

スキャン画像ではなく、作表した際に使用したソフトのファイル形式で用意すること。
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７．追手門学院大学地域支援心理研究センター
　　紀要編集規程　　　　　　　　　　　　　

 〔2004年３月８日制定〕
　（趣旨）
第１条　この規程は、追手門学院大学地域支援心理研究センター（以下「センター」という。）

規程第15条に基づき、追手門学院大学地域支援心理研究センター紀要（以下「紀要」とい
う。）の編集の基本的事項等について定める。

　（目的）
第２条　紀要は、センターの研究成果の発表を目的として、これを刊行する。

　（編集委員会）
第３条　紀要の企画、原稿の募集及び編集は、追手門学院大学地域支援心理研究センター紀要編

集委員会（以下「委員会」という。）が行い、発行はセンターが行う。
　　２　委員会に編集委員長を置き、センター長がこれにあたる。
　　３　委員会に編集委員を置き、センター所員の中から選出された者２名がこれにあたる。

　（執筆者の資格）
第４条　執筆の資格を有する者は次の各号に揚げる者とし、執筆は投稿とする。

⑴　センターの構成員（所員、心の相談室相談員、研究員、連携研究員、事務職員、研修
研究員）に限る。ただし、依頼原稿、資料及び特集についてはこの限りではない。

⑵　追手門学院大学大学院生。ただし、大学院生が投稿する場合は、指導教員を通して論
文を委員会に投稿し、審査の結果、論文の採否を決定する。

⑶　追手門学院大学大学院心理学研究科心理学専攻修了生が投稿する場合は、査読をする
という条件のもと、論文を委員会に投稿し、審査の結果、論文の採否を決定する。

　　２　共著論文は、⑴がファースト・オーサーである場合に限る。

　（原稿の要件）
第５条　紀要に執筆する原稿の要件は、次の各号のとおりとする。
　　　⑴　他紙に未発表の原著論文等であること。(口頭発表、研究会等での発表を除く。）
　　　⑵　完成原稿であること。

　（原稿の採択）
第６条　執筆原稿の掲載については、委員会において決定する。

　（紀要の発行）
第７条　紀要は、年１回の発行とし、毎年の原稿募集締切日は11月末日、執筆期限は12月末日、

発行日は３月末日とする。
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　（原稿の形式）
第８条　紀要に執筆する原稿の形式は、委員会が別に定める「地域支援心理研究センター紀要執

筆要項」によるものとする。

　（校正）
第９条　校正は著者校正とし、校正期限を遵守し、校正時に大幅な訂正を行わないこととする。
　　２　執筆者が前項の規定に反した場合、第６条の規定を準用する。

　（抜刷）
第10条　抜刷は、論文ごとに50部を贈呈し、増刷分の費用は申し込み者の負担とする。

　（著作権）
第11条　紀要に掲載された論文の著作権は、追手門学院大学地域支援心理研究センターに帰属す

るものとする。

　（ホームページへの掲載）
第12条　紀要に掲載された論文は、追手門学院大学地域支援心理研究センターのホームページへ

掲載するものとする。

　（所管）
第13条　この規程の紀要の発行に関する事務は、センター事務室において行う。

　（規程の改廃）
第14条　この規程の改廃は、委員会の議を経て、センター運営委員会で行う。

　附　則
この規程は、2006年４月１日から施行する。

　附　則
この規程は、2010年４月１日から施行する。

　附　則
この規程は、2021年10月26日から施行する。


